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iH･ぶﾂﾞ゛⑤。
新ＡＥＴの

アダム･ジョンストンさん(英国)

　ロンドン大学で１年間日本の地

理を学び､｢日本の人と接してみた

い｣とこの８月に来日、９月から中一

学校の教壇に立ったアダムさん。

少しはずかしがりやもいるけど、

みなさん、はんとに親しみやすく

とても楽しく過ごしています。
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児
童
養
育
家
庭
へ
の
助
成
制
度

以
　
社
会
の
連
帯
に
基
づ
い
て
、
児
童
養
育
家
庭
に
対
し
て
経
済

み報広
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的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
養
育
家
庭
の
生
活
安

定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児

童
手
当
、
遺
児
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
コ
七
の
所
得
額
以
下
の

場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

ｏ
手
当
月
額

　
●
第
１
子
　
　
　
５
’
０
０
０
円

　
●
第
２
子
　
　
５
’
０
０
０
円

　
●
第
３
子
以
降
１
０
’
０
０
０
円

ｏ
支
給
月

　
●
６
月
支
給
（
２
月
～
５
月
分
）

　
●
１
０
月
支
給
（
６
月
～
９
月
分
）

　
●
２
月
支
給
（
1
0
月
～
１
月
分
）

　
な
お
、
平
成
４
年
１
月
か
ら
制
度

が
改
正
さ
れ
、
支
給
対
象
と
な
る
年

年
ま
で
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
年
齢

　
　
　
　
　
　
　
（
下
記
月
日
以
降
）

　
〈
単
成
４
年
１
月
～
1
2
月
〉

　
１
人
目
に
っ
い
て
は
、
平
成
３
年

１
月
２
目
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
が
、
ま
た
、
２
人
目
以
降
に
っ
い

て
は
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

〈
平
成
５
年
１
月
～
1
2
月
〉

　
１
人
目
は
平
成
３
年
１
月
２
日
以

降
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
。
２
人
目
以

降
は
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

遺
児
手
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た

は
両
方
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教

育
終
了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給

し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
視
の
所
得
割
を
課

せ
ら
れ
な
い
場
合
だ
け
受
け
ら
れ
ま
す
。

ｏ
手
当
月
額

　
●
児
童
１
人
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
３
。
０
０
０
円

齢
に
っ
い
て
は
経
過
措
置
｛
平
成
５
　
　
ｏ
支
給
月

　
　
　
　
　
　
　
｡
｡
｝

●
３
月
（
1
2
月
～
２
月
分
）

●
６
月
（
３
月
～
５
月
分
）

●
９
月
（
６
月
～
８
月
分
）

●
1
2
月
（
９
月
～
１
１
１
１
月
分
）

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な

ｏ
支
給
月

　
●
８
月
１
１
１
１
日
（
４
月
～
７
月
分
）

　
●
１
２
月
１
１
１
１
日
（
８
月
～
１
１
月
分
）

　
●
４
月
Ｈ
日
（
１
２
月
～
３
月
分
）

特
別
児
童

　
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
（
１
級
、
２
級
）

を
有
す
る
児
童
（
２
０
歳
未
満
）
を
養

育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の

場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

ｏ
手
当
月
額
（
１
人
あ
た
り
）

　
●
１
級
該
当
　
４
６
’
３
９
０
円

　
●
２
級
該
当
３
０
’
９
３
０
円

い
か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
　
　
〇
支
給
月

害
が
あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
（
1
8
歳
　
　
　
●
８
月
１
１
日
（
４
月
～
７
月
分
）

‐
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

　
し
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
所
得
に
よ
っ
て
全
額
、

　
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
、
支
給
さ

　
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ｏ
手
当
月
額
（
全
額
支
給
）

　
　
●
児
童
１
人
　
３
８
バ
２
２
０
円

　
　
●
　
り
　
２
人
　
４
３
’
２
２
０
円

　
　
●
　
″
３
人
目
以
降
２
’
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
　
　
円
加
算

　
※
一
部
支
給
停
止
は
ｓ
Ｎ
‘

Ｑ
Ｃ
ｙ
ｌ
ｏ

　
　
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

へ｀W

●
１
２
月
１
１
日
（
８
月
～
ｎ
月
分
）

●
４
月
１
１
１
１
日
（
１
２
月
～
３
月
分
）

☆
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
届
出
、

壮
行
い

　
千

　
　
⑨
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農
業
者
年
金
制
度
は
、
「
農
民
に
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
」
と

い
う
全
国
の
方
々
か
ら
の
強
い
要
望

を
背
景
と
し
て
、
昭
和
４
６
年
１
月
に

発
足
し
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
農
業
者
年
金
制
度
の
目
的
は

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
農
業
者
の

老
後
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
、
も

う
一
つ
は
農
業
経
営
者
の
若
返
り
に

よ
る
農
業
経
営
の
近
代
化
や
経
営
規

模
の
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

　
本
年
は
制
度
が
発
足
し
て
一
一
一
年
目

を
迎
え
、
平
成
３
年
度
末
の
加
入
者

ヽ -

匠)]

は
約
５
３
万
人
で
、
そ
の
約
４
割
は
後

継
者
と
し
て
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方

は
、
約
7
1
万
人
に
達
し
、
１
年
間
に

支
払
わ
れ
る
年
金
総
額
は
、
平
成
３

年
度
で
約
２
千
４
０
０
億
円
に
も
達

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
１
人
当
た
り
で
み
ま
す
と
、

年
間
の
年
金
額
は
６
５
歳
未
満
で
、
多

い
人
で
は
９
０
万
円
近
く
に
な
っ
て
い

三
者
の
方
に
農
業
経
営
を
移
譲
し

ま
す
と
、
国
か
ら
の
手
厚
い
助
成

が
あ
る
「
経
営
移
譲
年
金
」
が
も

ら
え
ま
す
。

ま
す
。
こ
れ
を
１
市
町
村
当
た
り
で
　
　
２
、
農
業
者
年
金
制
度
が
国
の
法
律

み
ま
す
と
、
平
均
で
約
８
千
万
円
に
　
　
　
に
基
づ
く
政
策
的
な
年
金
制
度
で

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者
の
保
険

　
こ
の
よ
う
に
、
今
や
農
業
者
年
金
　
　
　
料
以
外
に
、
国
か
ら
の
多
額
な
補

は
、
農
家
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
　
　
　
助
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
の
と
し
て
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
、
　
　
　
　
具
体
的
に
は
、
経
営
移
譲
年
金

さ
ら
に
ま
た
、
農
村
の
地
域
経
済
に
　
　
　
給
付
費
の
う
ち
２
分
の
１
が
国
庫

と
っ
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
　
　
　
助
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
３
年
度
か
ら
追
加
的
に
国
庫

〈
農
業
者
年
金
の
特
色
〉
　
　
　
　
　
　
　
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

１
、
農
業
経
営
主
と
そ
の
後
継
者
が
　
　
　
た
。

　
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
が
、
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
年
金
財

　
こ
の
農
業
者
年
金
の
加
入
者
（
披
　
　
　
政
は
、
ま
っ
た
く
心
配
が
な
く
将

　
保
険
者
）
が
６
５
歳
ま
で
に
後
継
者
　
　
　
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
頼
れ
る

　
や
規
模
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
第
　
　
　
年
金
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-

宝くじ助成事業による

　　公園整備完成

　　一安塚地区の２公園－

　
こ
の
た
び
、
安
塚
地
区
公
園
の
２

か
所
（
安
塚
南
部
・
安
塚
こ
に
か

わ
い
い
う
さ
ぎ
や
り
す
の
「
ア
ニ
マ

ル
シ
ー
ソ
ー
」
や
「
ブ
ラ
ン
コ
」
が

備
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
平
成
４
年
度
宝
く
じ

の
助
成
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。

うさぎの公園(安塚南部)りすの公園（安塚－）
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ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　
　
…
…
｛

　
　
　
　
　
８
月
2
2
・
2
3
日
（
総
合
運
動
場
）

　
壬
生
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
総
合
運
動
場
に
会
場
を
移

し
て
か
ら
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
１
部
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
、
第
２
部
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
、
第
３
部
花
火
大
会

が
行
わ
れ
、
。
延
べ
３
万
人
以
上
の
町
民
が
来
場
し
て
踊
り
に

花
火
に
夏
の
夜
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

～～心

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
熱
演

’ぺ………………i°i･････i･.　゜………ほ£Jik-1……加嗜尚ごげi49･:~li °i･i:.･1i･，φiヽッ（り……yご：……，ｉ
･･ｕｇ．ｓ．・･･・６,ｇ　・・ ・ＥふijSj i,1,;･.，7 ･・●・･皿　／･･･々ｙ゛．・犬.ペー゛家“.･Jり･／･･４･ ｒｌノ‥･≒‥･･･………;:.

=i11=･･=::………………t=i・’･ ノ ・ ． ･゛．’･．･･　･７ ･．←==７｀･ソ･‥’ｉ．゛･･・゛ ／ｉ’・ ．’･･　‥’･　･･･

W

踊る姿が人目を引いていました。
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〃
エ
ア
ロ
ビ
Ｌ
Ｃ
運
動
不
足
解
消

　
中
央
公
民
館
「
３
歳
児
と
里
親
の
リ
ズ
ム
教
室
」
と
南
犬

飼
地
区
公
民
館
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
の
２
つ
の
教
室
の
講

師
を
さ
れ
て
い
る
湯
川
真
澄
さ
ん
（
ビ
ク
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）
か
ら
、
両
教
室
に
つ
い
て
の
寄
稿
文
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

　
両
教
室
（
写
真
）
を
見
ま
す
と
、
　
　
（
エ
ア
四
ビ
ク
ス
）
が
指
導
さ
れ
て

受
講
生
の
年
齢
層
は
２
歳
児
か
ら
６
０
　
　
い
ま
す
。

歳
代
の
主
婦
ま
で
と
幅
広
く
、
そ
れ
　
　
　
（
講
師
談
）
1
0
年
程
前
、
ス
タ
ジ
オ

ぞ
れ
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
有
酸
素
運
動
　
　
に
所
属
し
ダ
ン
ス
を
指
導
し
て
い
た

中央公民館講座「３歳児と母親のリズム教室」の受講生

風しんのため、今日はお友達が少なくて残念／

時
よ
り
、
自
分
自

身
が
年
令
を
重
ね

た
事
も
手
伝
っ
て

か
、
受
講
生
の
一

人
一
人
と
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
交
せ
る
地
域

社
会
で
の
指
導
の

方
が
、
や
り
甲
斐

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
『
３
歳
児
と
母

親
の
リ
ズ
ム
教
室
』

と
い
う
教
室
名
で

講
師
依
頼
を
受
け

た
時
、
か
ね
て
か

ら
の
私
の
主
旨
に

合
致
す
る
も
の
と

察
し
、
と
て
も
喜

ば
し
く
思
い
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す

の
も
、
私
白
身
２
児
の
母
と
し
て
経

験
し
た
事
で
す
が
、
乳
幼
児
を
抱
え

る
母
親
が
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
ス
ト

レ
ス
解
消
の
た
め
に
外
に
出
て
運
動

し
た
い
と
願
っ
て
も
、
日
本
で
は
ま

だ
ま
だ
託
児
施
設
が
充
実
し
て
お
ら

ず
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
育
児

に
追
わ
れ
体
力
を
失
う
事
は
、
精
神

衛
生
上
も
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
前
半
、
親
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
た
親
子
ビ
ク

ス
、
1
0
分
間
の
休
憩
の
後
、
後
半
は

子
連
れ
と
い
う
同
条
件
の
も
と
、
子

ど
も
た
ち
が
遊
び
回
る
中
、
お
母
様

方
に
エ
ア
四
ビ
ク
ス
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
初
回
の
時
に
お
母
様

方
か
ら
伺
っ
た
要
望
に
お
応
え
し
て
、

親
子
ビ
ク
ス
は
、
遊
び
な
が
ら
自
然

に
英
語
も
覚
え
て
し
ま
お
う
、
と
い

う
欲
張
り
な
教
室
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ス
ポ
ン
ジ
が
水
を

吸
収
す
る
様
に
、
無
理
な
く
リ
ズ
ム

感
や
英
語
を
習
得
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
マ
マ
や
お
友
達
と
一
緒
と
い
う

の
も
心
強
く
、
楽
し
さ
が
倍
増
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
（
受
講
生
談
）
「
み
ん
な
同
じ
条
件
な

の
で
、
気
兼
ね
し
な
い
で
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
習
え
ま
す
Ｊ
「
家
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
、
英
語
を
使
っ
て
の

　
　
　
　
　
。
）

親
子
の
ダ
ン
ス
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
Ｊ
「
家
で
も
子
ど
も
が
自
然
に
英

語
の
歌
を
口
ず
さ
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
Ｊ
「
体
が
締
ま
っ
て
き
た
の
を

感
じ
ま
す
。
」

　
（
講
師
談
）
　
一
方
『
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
』
教
室
で
は
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、

ス
ト
レ
ス
解
消
、
成
人
病
予
防
を
目

的
と
し
た
、
誰
に
で
も
で
き
る
有
酸

素
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
渡
航
先
3
0
余
国
の
あ
ら
ゆ
る
ス
タ

ジ
オ
で
、
実
際
に
私
が
経
験
し
た
各

種
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
運
動
・
体
操
を

も
と
に
ご
ア
レ
ビ
を
観
な
が
ら
で
も

で
き
る
、
簡
単
な
体
操
な
ど
も
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
（
受
講
生
談
）
「
安

塚
駅
の
階
段
の
登

り
降
り
が
、
呼
吸

法
を
学
ん
で
か
ら

息
切
れ
し
な
い
で

楽
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
Ｊ

　
「
レ
ッ
ス
ン
後
は

フ
ァ
イ
ト
が
湧
い

て
き
て
ニ
王
婦
業

な
ど
も
て
き
ぱ
き

と
で
き
ま
す
。
」

　
「
各
国
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
健
康
に

っ
い
て
の
お
話
な

南犬飼地区公民館講座「ストレッチ体操」の受講生

ど
も
聞
け
る
の
で
、
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
Ｊ
「
お
腹
が
へ
こ
ん
で

き
ま
し
た
Ｊ

　
（
講
師
談
）
現
代
人
、
特
に
我
々
先

進
国
の
人
間
は
、
自
ら
体
を
動
か
す

機
会
が
少
な
く
な
り
、
運
動
不
足
か

ら
く
る
様
々
な
障
害
、
不
健
康
因
子

を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
受
講
生

の
方
々
の
お
話
し
を
聞
い
て
み
る
と
、

い
か
に
皆
さ
ん
運
動
不
足
か
を
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
薬
漬
け
に
な
っ
て

い
る
方
、
一
生
付
き
合
う
自
分
の
体

で
す
。
も
っ
と
体
を
動
か
し
て
、
健

康
を
維
持
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
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財産の運用と税

　
煩
貯
金
の
利
子
や
株
式
の
配
当
・

売
却
益
な
ど
財
産
の
運
用
に
よ
る
所

得
は
、
そ
の
年
中
の
他
の
所
得
と
総

合
し
て
所
得
税
を
計
算
し
納
税
す
る

の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
所
得
の
中
に

は
非
課
税
と
な
る
も
の
、
支
払
い
の

と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
て
課
税
関
係

の
終
了
す
る
も
の
（
こ
れ
を
「
源
泉

分
離
課
税
」
と
い
い
ま
す
。
）
、
確
定

申
告
を
要
し
な
い
も
の
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
課
税
の
方
法
も
様
々
で

す
。

〈
利
子
を
受
け
と
っ
た
と
き
〉

　
預
金
の
利
子
に
っ
い
て
は
、
非
課

税
制
度
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除

い
て
、
原
則
と
し
て
一
律
２
０
％
（
内

５
％
は
地
方
税
）
の
税
率
で
源
泉
分

離
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
預
貯
金
の
非
課
税
制
度
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
お
年
寄
り
等
の
マ
ル
優
・
特
別
マ

　
ル
優
・
郵
便
貯
金
等
（
各
３
０
０

　
万
円
）

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
財
形
年
金
貯
蓄

　
　
（
計
５
０
０
万
円
）

③
納
税
準
備
預
金
・
こ
ど
も
銀
行
の

　
預
貯
金

　
　
　
ノ
⑤

ず
染
玉

サ
マ
ー
片
し
‘
―
ｙ
ｌ
ト
　

こ

　
　
　
　
纏

〈
配
当
を
受
け
取
っ
た
と
き
〉

　
株
式
な
ど
の
配
当
に
っ
い
て
は
、

２
０
％
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
、
確
定
申

告
に
よ
り
他
の
所
得
と
合
算
す
る
「
総

合
課
税
」
が
原
則
で
す
が
、
同
一
法

人
か
ら
一
回
に
支
払
い
を
受
け
る
金

額
が
５
０
万
円
（
期
間
１
年
未
満
は
２
５

万
円
）
未
満
の
場
合
に
は
「
源
泉
分

離
課
税
の
選
択
申
告
書
」
を
提
出
し

て
、
３
５
％
の
源
泉
分
離
課
税
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
発
行
済
株
式
総
数
の
５

％
以
上
を
有
す
る
株
主
が
受
け
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
）

も
の
は
、
こ
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
〈
株
式
等
を
譲
渡
し
た
と
き
〉

　
個
人
が
行
う
株
式
の
譲
渡
等
に
よ

る
所
得
は
、
原
則
と
し
て
、
確
定
申

認
七
賢
回
凪
○
愉

町
民
水
上
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
く

告
の
際
に
他
の
所
得
と
分
離
し
て
税
　
　
　
町
民
水
ヒ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
８

額
を
計
算
す
る
「
申
告
分
離
課
税
方
　
　
月
９
日
、
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー

式
」
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
譲
渡
し
た
株
式
が
上
場

株
式
の
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
益
（
原

則
と
し
て
売
却
代
金
の
５
％
）
に
対

し
て
２
０
％
の
税
率
で
源
泉
分
離
課
税

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
〈
ゴ
ル
フ

　
会
員
権
を
譲
渡
し
た
と
き
〉

　
譲
渡
所
得
と
し
て
総
合
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
〈
割
引
国
債
・

　
割
引
金
融
債
の
償
還
差
益
〉

　
1
8
％
（
特
定
の
割
引
債
は
1
6
％
）

の
税
率
で
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
〈
一
時
払
い
養
老
保
険
・

　
一
時
払
い
損
害
保
険
の
差
益
〉

　
２
０
％
の
税
率
で
源
泉
分
解
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
５
年
を
超
え
る
保
険
の
差

益
は
、
一
時
所
得
と
し
て
総
合
課
税

さ
れ
ま
す
。

W

ル
の
２
５
ｍ
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
泳
で
は
小
学
生
、
中
学
生
、
一

般
の
部
に
分
か
れ
、
ク
ロ
ー
ル
や
平

泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
の
種

目
に
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

入
り
、
宝
さ
が
し
や
親
子
肩
車
、
マ

ス
の
っ
か
み
ど
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

し
て
水
と
親
し
み
ま
し
だ
。
ま
た
、

黒
ん
坊
大
全
で
は
、
見
事
に
日
焼
け

し
た
子
ど
も
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

会
場
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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食事と健康(群)
ベ
ッ
ト
シ
ュ
ガ
ー

　
３
本
分
（
2
4
ｇ
）
ま
で

１
日
の
さ
と
う
摂
取
の
基
準
量
は
、

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き

　
種
別
変
更
届
を

　
２
０
歳
以
上
の
人
は
、
６
０
歳
に
な
る

ま
で
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
者
は
職

業
や
そ
の
人
の
状
況
に
よ
っ
て
３
つ

の
種
類
に
区
分
さ
れ
、
保
険
料
の
納

め
方
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
乗
工
兼
兼
練
榛
4
1
】

特
付
言
一

保
険
料
は
、
毎
月
、
個
人
で
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
）

小
学
生
以
上
で
４
０
ｇ
程
度
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
４
０
ｇ
か
ら
調
味
料
や

加
工
食
品
に
使
わ
れ
て
い
る
砂
糖
の

量
を
差
し
引
く
と
、
お
や
つ
と
し
て

の
砂
糖
の
量
は
２
０
ｇ
強
で
す
。
こ
れ

は
、
ペ
ッ
ト
シ
ュ
ガ
ー
ー
本
が
８
ｇ

で
す
か
ら
、
３
本
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
が
１
日
に
摂
る

砂
糖
の
量
は
、
こ
れ
以
上
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
お
か
し
に
入

っ
て
い
る
砂
糖
の
量
は
、
目
に
兄
え

な
い
だ
け
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
甘
い
も
の
は
肥
満
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
ペ
ッ

ト
シ
ュ
ガ
ー
３
本
分
に
抑
え
る
よ
う

る
（
月
額
９
、
７
０
０
円
）

－

白
土
⊃

　
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど

加
入
し
て
い
る
制
度
か
ら
ま
と
め
て

支
払
わ
れ
る
た
め
、
保
険
料
は
個
人

で
納
め
る
必
要
は
な
い

〔
華
㈹
萍
怖
怖
漸
漸
〕

す
る　．．-、
だ第扶第

２
号
被
保
険
者
に

養
さ
れ
る
配
偶
者

）

３
号
被
保
険
者
の
届
出
」
を

け
で
、
保
険
料
を
納
め
る
必

要
は
な
い

　
そ
こ
で
、
結
婚
、
就
職
、
退
職
、

に
し
た
い
も
の
で
す
。
左
の
例
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
リ
ン
（
２
本
分
）

（89）の何本分?

　こ

が

ケ
ー
キ
（
３
本
分
）

　　　ﾍﾟｯﾄｼｭ

ﾋﾞ］

1

2so

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　
　
　
　
（
３
本
分
）

　
県

離
婚
な
ど
で
皆
さ
ん
の
披
保
険
者
の

種
類
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
「
種
別

変
更
届
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
種
別
に
変
更
が
生
じ
る
と
い

う
こ
と
は
、
加
入
す
る
制
度
が
変
わ

る
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
保
険
料
の

負
担
方
法
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
届
出
を
忘
れ
て
い
ま

す
と
、
将
来
、
年
金
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
国
民

年
令
孫
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-

0邨函iうS;
　懇屁

も　　　む　　　　９冒fsこﾌsl---

やす度てがま度さ

け　゜の　｀がす　｀にｊ

ど　やヒガ　゜三よ・
は　けりつ例度つ

痛　どヒてえとて

い　はリ赤ば分－

も
の
で
す
ダ
酸
や
ア
ル
力

な　とんけＵ
ら手はのどな
｀やま手でど
洗足ずをしの
面のあわた化
器小りずら学
なさまら　｀剤
どいせわお以
にやんせ医外
氷け　゜る者の
をど　こさや

入
れ
た
な
る
べ
く
冷
た
い
水

を
用
意
し
、
そ
の
中
に
つ
け

て
冷
や
し
ま
す
。
と
き
ど
き

出
し
て
は
様
子
を
み
て
、
痛

み
の
と
ま
る
ま
で
繰
り
返
し

続
け
ま
し
よ
う
。
｀　心ゝ/　|心ゝＷ’　　｀-･乙　－　=ﾉ　ﾐ〃　●ミ　ー　●ﾐ　　　　ー）ま子すそべ器小りずら学　｀やす度てがま度さ
ｏでを　ｏのくなさまら　｀剤酸け　゜の　｀かす　｀にや

　繰みと中冷どいせわお以やど　やヒが三よけ

　りてきにたにやんせ医外ﾌﾌは　けりつ例度つど

　返　｀どつい氷け　゜る者のル痛　どヒてえとては
　し痛きけ水をど　こさや力い　はリ赤ば分－｀
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卜言ばでで

　
水
道
の
水
を
が
け
て
も
結
構
で
す

ダ
直
接
水
が
あ
た
る
と
痛
い
も
の

で
す
。
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
患
部
に
あ

て
た
り
、
く
る
ん
だ
り
す
る
の
ガ
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　
丸
い
水
泡
が
で
き
る
、
俗
こ
い
つ

軽い症状は冷やす　?‰卜諸白ﾄバ

　　　　　　　　　　　て　｀原り理破冷当ま
で　下すけ席上　て乾　お度因すにつやてで
｀こ組　ｏどち万衣　｀い痛さはにる破てすは傷
苛の感度がたつ類包たみ庶切なとつはこ一万
回揚ま膚　｀つとに帯刀万しりり　｀たいと度及
ま合で八三すり火を｜なよ限まやりけでのん
レは達む度る　｀ガレぜくうらすけ　｀ます揚で

｜冷しけのな熱つまをな　゜ず　゜ど皮せ　゜合い
ソやて　｀やど湯いず傷つ　　｀ものをん水とる
]｀さい傷けののて　゜□だ　但し傷切　゜淫祠の
ゴなま万ど火中燃　にら　□破巨り水はしこ
｜いす度でやにえ　あ　｀　にれ万取図絵です

　
痛
み
万
な
く
な
っ
↑
弓
快

乾
い
た
ガ
ー
ぜ
を
億
□
に
あ

て
、
包
帯
を
し
ま
す
。

　
衣
類
に
火
万
つ
い
て
燃
え

上
が
っ
た
り
、
熱
湯
の
中
に

落
ち
た
り
す
る
な
ど
の
大
や

け
ど
が
、
三
度
の
や
け
ど
で

す
。
皮
膚
バ
む
け
、
億
万
皮

下
組
織
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
冷
や
さ
な
い

で
、
清
潔
な
シ
ー
ツ
か
ガ
ー

ゼ
で
包
み
、
救
急
車
を
呼
び

庶
し
よ
う
。

「
火
ふ
く
れ
」
は
、
二
度
の
や
け
ど
　
で

こ
ず
。
タ
バ
コ
の
火
が
手
に
つ
い
た

り
、
天
ぷ
ら
油
ガ
は
ね
だ
り
し
た
や

け
ど
が
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
皮
膚
の

表
面
だ
け
で
な
く
、
皮
膚
の
深
い
と



いこ広場
　
今
は
晴
耕
雨
読
の
毎
日
と
い
う
文

雄
さ
ん
は
、
雨
の
目
を
除
い
て
３
０
分

か
ら
１
時
間
、
庭
に
出
て
庭
木
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
）

入
れ
を
す
る
の
が
日
課
で
す
。
学
生

時
代
に
は
テ
ニ
ス
の
選
手
と
し
て
全

国
大
会
に
も
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
、

元
気
で
素
直
な
子
に
な
っ
て
下
さ
い
。

｝

　
　
（
父
）
粂
　
川
　
和

　
　
（
母
）
　
　
か
　
　
裕

あ
番
さ
ん
か
Ｓ
一
言

俊
さ
ん

子
さ
ん

（
上
田
）

あ達者
カッフjl

ﾝ]ｻﾔ

⑩おもちゃのまち

　　　　文雄さん(83)
　伊藤カツさん(77) 夫妻

ヨ鮑
同

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

コミュニケーションが大事

　　　至宝町南松尾桂子さん

　専門学校を卒業後、両親の経営するお店を手伝

い｢人とのコミュニケーションがとても大事です｣

という桂子さん。

　休日は、お茶、お華、テニスを楽しみ、今年は

　｢スキーに挑戦したい｣という。将来は､｢子供服

のデザイン関係の仕事をしてみたい｣と、夢がふ

くらむ明るく活動的なお嬢さんです。

チピッ子アルハム

浩
輝
ち
ゃ
ん
（
８
か
月
・
長
男
）

い
つ
か
頑
固
が
転
じ
て
福
に
な
る
日
が
く
れ
ば
い
い
ね
。

　
　
（
父
）
糸
　
井
　
雅

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
玲

あ
昌
‐
さ
ん
か
Ｓ
一
言

美
さ
ん

子
さ
ん

（
落
合
）

聡隻ちゃん（３歳・２男）



おもちゃのまち駅前から南犬飼中まで優勝パレードする

ふ才|しお

　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
２
週
間
に
１

度
は
車
を
運
転
し
東
京
に
行
っ
て
い

た
そ
う
で
、
今
で
か
毎
日
車
を
運
転

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
文
雄
さ
ん
は
東
京
都
墨
田
区
の
多

田
製
作
所
に
い
ま
し
た
が
、
昭
和
３
８

年
、
輸
出
玩
具
工
場
団
地
で
の
工
場

娃
設
と
と
も
に
工
場
長
と
し
て
壬
生

町
に
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
協
同
組

合
の
常
務
理
事
と
し
て
工
場
団
地
造

成
に
も
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
４
２
平
に
皇
太
子
殿
下
（
今
の
天
皇

陛
下
）
が
視
察
に
訪
れ
た
と
き
に
は
、

富
山
理
事
長
ら
と
と
も
に
出
迎
え
。

　
「
墨
田
の
下
町
は
海
よ
り
低
い
の
で

南犬飼中､県大会を制し

　優勝パレードを行う

２年連続となった壬生町同士の決勝戦では、

壬生中を２対１で退け、昨年の雪辱を果たす

何
か
あ
る
と
大
変
な
の
で
移
転
し
て

き
ま
し
た
Ｊ
と
約
３
０
分
間
、
説
明
を

し
た
後
、
ト
ミ
ー
と
第
一
化
成
の
工

場
見
学
に
同
行
し
ま
し
た
。

　
カ
ツ
さ
ん
の
現
在
の
趣
味
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
元

気
で
食
欲
お
う
盛
で
困
っ
ち
や
う
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
に
何
で

も
や
り
ま
し
た
と
話
し
、
近
所
の
人

に
民
謡
も
教
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
東
京
の
中
野
に
家
が
あ
り
、
息
子

さ
ん
た
ち
も
東
京
に
い
ま
す
が
、
壬

生
は
の
ん
び
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

の
で
東
京
に
帰
る
気
が
な
い
と
話
す

お
２
人
で
す
。

　
第
２
２
回
関
東
少
年
野
球
大
全
県
予

選
兼
第
３
７
回
県
少
年
野
球
大
全
で
南

犬
飼
中
野
球
部
（
神
永
沢
監
督
）
が

優
勝
（
３
回
目
）
に
輝
き
、
８
月
1
3

日
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
前
か
ら
南

犬
飼
中
ま
で
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。

　
南
犬
飼
中
は
、
２
年
連
続
と
な
っ

た
壬
生
中
と
の
決
勝
戦
を
、
３
連
続

づ
之
卜
安
打
と
相
手
守
備
の
乱
れ
で

入
れ
た
２
点
を
全
員
で
守
り
切
り
、

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
南
犬
飼
中
は
、
８
月
１
７
・

1
8
日
の
両
日
、
群
馬
県
前
橋
市
で
聞

か
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

脆
◎
⑩
凪

記
念
の

）
ｔ
ｔ
漣

ヤ 〈
稲葉小学校６年

　松本　圭子

稲葉小学校３年

　渡辺　寛明

～-〃-－
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黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

入
場
者
1
0
万
人
を
突
破

　
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
で
８

月
２
６
日
、
今
年
の
入
場
者
が
1
0
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

　
昭
和
6
1
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

手
軽
に
遊
べ
る
施
設
環
境
の
充
実
と

入
場
料
金
の
安
さ
が
好
評
で
、
町
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
利
用
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月
上
旬
の
天

候
不
順
が
影
響
し
て
客
足
が
伸
び
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
連
日
の

残
暑
で
持
ち
直
し
、
お
盆
中
に
は
１

日
で
８
千
人
以
上
の
入
場
者
が
あ
リ

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
1
0
石
人
目
に
な
っ
た
の

は
、
烏
山
町
の
岡
邦
男
さ
ん
の
長
女

給
里
奈
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
で
す
。
お
母

さ
ん
の
実
家
が
壬
生
町
に
あ
り
、
家

族
４
人
で
遊
び
に
き
て
、
午
前
１
０
時

３
０
分
ご
ろ
入
場
し
た
と
こ
ろ
、
係
員

に
1
0
石
人
目
を
告
げ
ら
れ
て
び
っ
く

り
。
記
念
の
無
料
回
数
券
と
ジ
ュ
ー

ス
２
箱
加
給
里
奈
ち
ゃ
ん
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
後
賞
は
鹿
沼
市
の
宇
賀

神
卓
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
と
都
賀
町
の
小

島
寿
絵
ち
ゃ
ん
（
８
歳
）
で
、
２
人
に

も
ジ
ュ
ー
ス
ー
箱
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
館
で
夏
ま
つ
り

み
こ
し
を
か
つ
ぎ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

　
町
児
童
館
で
８
月
９
９
一
日
、
母
親
ク

ラ
ブ
（
擾
井
洋
子
会
長
、
会
員
４
２
人
）

主
催
の
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
町
内

の
子
ど
も
だ
ち
と
そ
の
母
親
や
近
く

の
老
入
会
の
お
年
寄
り
な
ど
、
約
１

１
０
入
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
真
夏
を
思
わ
せ
る
強
い

日
ざ
し
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
み
こ

し
３
基
を
か
っ
ぎ
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
か
け
声
を
か
け
合

　
　
　
　
　
　
　
）

い
な
が
ら
、
児
童
館
周
辺
の
道
路
を

ね
り
歩
き
ま
し
た
。
児
童
館
仁
灰
る

こ
ろ
に
は
み
ん
な
汗
だ
く
に
な
っ
て

母
親
ク
ラ
ブ
で
用
意
し
た
模
擬
店
に

群
が
り
、
か
き
永
々
お
せ
き
は
ん
、

む
ぎ
茶
を
い
た
だ
き
ミ
ヨ
ー
ヨ
ー
や

く
じ
引
き
、
さ
か
な
つ
り
な
ど
の
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
隣
り
の
公
園
を
利
用
し

て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
、
老
人
合

お
年
寄
り
も
踊
り
楽
し
む

　
　
栃
の
木
会
盆
踊
り
大
会

　
栃
の
本
会
盆
踊
り
大
会
（
し
も
つ

け
荘
、
み
な
と
荘
共
催
）
が
８
月
１

日
、
み
な
と
荘
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

地
元
北
小
林
の
五
段
ば
や
し
保
存
会
、

育
成
会
、
老
入
会
の
み
な
さ
ん
を
は

じ
め
、
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
、
広
美

会
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
、
施
設
の

お
年
寄
り
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
、
夏
の
夜
を
栗
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
石
橋
町
の
民
生
委
員
・
職
員

及
び
町
福
祉
課
職
員
も
模
擬
店
を
出

店
し
、
参
加
者
や
お
年
寄
り
た
ち
に

配
り
喜
ば
れ
ま
し
た
。

の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
気
く
ば
り
の

中
で
、
楽
し
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
興

じ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
ス
イ
カ
割

り
を
し
て
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

　
母
親
ク
ラ
ブ
は
、
夏
ま
つ
り
の
ほ

か
、
た
な
ば
た
ま
つ
り
、
親
子
劇
場
、

児
童
館
ま
つ
り
、
節
分
祭
な
ど
の
行

事
に
も
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
お

り
、
定
期
的
に
毎
週
水
曜
日
集
ま
り

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る

よ
う
に
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

゛W･

宇
女
商
生
徒
が

　
ぞ
う
き
ん
を
贈
る

　
壬
生
町
か
ら
宇
都
宮
女
子
商
業
高

校
に
通
学
し
て
い
る
女
生
徒
（
４
５
名
）

の
手
作
り
「
ぞ
う
き
ん
」
６
０
枚
が
、

こ
の
ほ
ど
老
人
憩
の
家
（
東
雲
荘
）

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宇
女
商
生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
「
地
元

の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
、
少
し

で
も
役
立
ち
た
い
１
０
と
毎
年
、
町
内

の
福
祉
施
設
に
寄
付
し
て
い
る
も
の

で
す
。



第
1
2
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

　
８
月
８
日
か
ら
1
3
日
ま
で
茨
城
県

水
戸
市
で
行
わ
れ
た
第
1
2
回
全
日
本

学
童
野
球
大
会
に
お
い
て
、
本
町
の

睦
小
野
球
部
（
睦
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、

坪
山
拓
央
監
督
）
が
全
国
第
３
位
に

入
る
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
睦
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
初
日
、
浦

添
タ
イ
ガ
ー
ス
（
沖
繩
）
を
１
２
対
４
、

次
い
で
大
井
川
野
球
少
年
団
（
静
岡
）

を
1
9
対
８
で
撃
破
。
２
日
目
、
大
野

ヽ -

城
少
年
野
球
（
福
岡
）
を
接
戦
の
末

１
対
Ｏ
で
破
り
、
３
目
口
、
地
元
の

梅
ヶ
丘
ク
ラ
ウ
ン
（
茨
城
）
を
1
3
対

７
で
退
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
日

目
、
決
勝
進
出
を
か
け
た
乃
木
ラ
イ

オ
ン
ズ
（
島
根
）
と
の
対
戦
で
は
、

惜
し
く
も
５
対
６
の
１
点
差
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
堂
々
の
全
国

第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

世
代
間
の
交
流
図
る

三
世
代
混
成
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
く

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ブ
（
前
田
正
一
会
長
）
で
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
世
代
間
の
交
流

と
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
の
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
町
内
で
初
め
て
、
「
３
世
代
混
成
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
８
月
２
日
、

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ

ー
ト
で
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
を
は

し
め
、
北
小
林
、
国
谷
、
壬
生
の
各

地
区
か
ら
３
世
代
で
編
成
し
た
1
0
チ

ー
ム
と
応
援
家
族
も
加
わ
り
、
約
１

０
０
人
集
ま
り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
中
に
は
３
世
代
が
家
族

ぐ
る
み
も
あ
れ
ば
、
他
人
同
志
で
３

世
代
を
混
成
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
家
族
の
よ
う

な
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
し
た
。
試
合

が
進
む
に
っ
れ
、
日
ご
ろ
鍛
え
て
い

　
　
　
　
　
犬

　
　
　
　
　
　
）

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
の
り
Ｉ
ド
も
一
層
熟
が
入
り
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
ち
び
っ
こ

た
ち
の
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
で
回

り
の
応
援
者
か
ら
拍
手
や
歓
声
が
続

く
中
、
約
５
時
間
に
わ
た
っ
て
熟
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
オ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

出
場
し
た
北
小
林
チ
ー
ム
（
渡
辺
功

光
さ
ん
一
家
）
が
優
勝
、
２
位
に
東

雲
チ
ー
ム
（
戸
崎
義
雄
さ
ん
一
家
）
、

３
位
に
は
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
Ｄ
チ
ー

ム
　
（
前
田
正
一
さ
ん
ほ
か
混
成
）
が

入
賞
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
賞
品
に

大
喜
び
で
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
の
た
め
に
お
も
ち

ゃ
玩
具
団
地
の
各
会
社
か
ら
豪
華
な

賞
品
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
競

技
終
了
後
に
福
引
合
を
行
い
、
参
加

者
全
員
に
も
れ
な
く
配
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
の
渡
辺
さ
ん
一
家

言
言

　
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
ト
シ

床
屋
よ
り
帰
り
「
見
る
な
」
と
含
羞

み
ぬ
髪
伸
ば
し
た
る
高
一
の
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
原
　
昌
子

夏
水
仙
去
年
の
ご
と
く
に
咲
き
た
る

を
前
け
ぬ
ま
ま
に
夏
去
ら
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
節
子

正
月
を
い
ろ
ど
る
赤
実
万
両
の

白
き
小
花
が
炎
天
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
荘

こ
の
墓
に
眠
れ
る
人
も
あ
り
し
日
は

わ
れ
と
同
じ
く
詣
で
し
な
ら
ん

俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

汗
噴
く
と
知
り
つ
つ
好
き
な
カ
レ
ー

食
む

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
愛
子

ひ
め
ゆ
り
の
塔
の
か
た
わ
ら
白
小

百
合
　
　
　
　
　
　
佐
藤
淑
子

一
汗
を
か
い
て
体
調
も
ど
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

鎌
に
ぎ
る
大
き
二
心
腕
汗
な
が
る
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パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
フ
調
査
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
1
0
月
に
宇
都
宮
都
市
間
で
実
施

　
宇
都
宮
都
市
圈
（
宇
都
宮
市
、
鹿

沼
市
、
真
岡
市
、
今
市
市
、
壬
生
町

河
内
町
、
上
三
川
町
、
高
根
沢
町
、

石
橋
町
、
芳
賀
町
）
に
お
い
て
、
交

通
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
、
県
と
宇
都
宮

都
市
圈
の
市
町
が
共
同
で
行
う
も
の

で
、
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

今
後
の
交
通
体
系
な
ど
将
来
の
交
通

施
策
心
総
合
的
な
計
画
が
立
て
ら
れ

ま
す
。

　
調
査
員
が
お
宅
に
伺
っ
た
際
に
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
の
時
期
　
1
0
月
中

■
調
査
対
象
者
　
全
世
帯
の
中
か
ら

　
１
２
世
帯
に
１
世
帯
の
割
合
で
無
作

一一

　 W ‾

｜

　
為
に
選
ば
れ
た
匯
帯
で
５
歳
以
上

　
の
人
。

※
選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、
事
前
に
ハ

　
ガ
キ
で
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
調
査
事
項
　
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

　
ん
な
目
的
で
、
ど
の
交
通
手
段
を

　
利
用
し
た
か
、
に
つ
い
て
調
査
さ

　
せ
て
頂
き
ま
す
。

バ

｜｜

■
調
査
方
法
　
調
査
員
が
訪
問
し
、

　
調
査
票
へ
の
記
入
法
な
ど
を
説
明

　
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
　
く
わ
し
く
は
栃
木
県

　
土
木
部
都
市
計
画
課
（
四
〇
２
８

　
６
－
２
３
－
２
４
６
５
）
ま
た
は

　
役
場
都
市
計
画
課
へ
。

「
ス
マ
ラ
ラ
テ
ィ
歌
舞
団
」
公
演

　
人
目
の
釣
８
０
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
を

信
仰
し
て
い
る
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
中
で
、
こ
の
バ
リ
島
で
は
ヒ
ン
ズ

ー
教
を
信
仰
し
て
い
ま
す
。

　
バ
リ
、
ヒ
ン
ズ
ー
は
イ
ン
ド
か
ら

渡
米
し
た
ヒ
ン
ズ
ー
教
が
土
着
の
民

俗
、
宗
教
と
紡
合
し
て
、
独
得
な
文

化
、
匪
界
観
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
神
と
自
然
に
さ
さ
げ
る
迫
力
あ
る

バ
リ
の
舞
踊
、
ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
、

そ
し
て
影
絵
芝
居
な
ど
、
日
本
人
の

心
に
共
感
を
よ
ぶ
素
晴
ら
し
い
歌
舞

団
の
公
演
で
す
。

　
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
米
場
下
さ
い
。

●
期
　
日
　
１
０
月
1
7
日
（
古

　
　
　
　
　
（
開
場
）
午
後
６
時

　
　
　
　
　
（
開
演
）
午
後
６
時
３
０
分

●
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
（
大

ホ
ー
ル
）
｛
｀
額
０
１
０
８

●
入
場
料
　
Ｌ
８
０
０
円
（
言
由
席
）

※
た
だ
い
ま
、
入
場
券
は
壬
生
中
央

　
公
民
館
、
稲
葉
出
張
所
、
南
犬
飼

　
出
張
所
で
発
売
中
で
す
。

　
　
　
　
　
）

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
仝
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
３
千
円

金
５
千
円

　
匿
　
　
名
　
様

ダ
ン
ス
木
曜
今
様

全
８
２
２
円
　
　
　
平
　
　
岡
　
様

全
１
万
円
（
２
回
）
匿
　
　
名
　
様

全
５
千
６
８
１
円
（
1
9
回
）

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
ハ
様

全
土
力
円
（
２
回
）
田
辺
　
豊
占
様

全
４
万
７
千
９
７
０
円

　
　
　
　
　
　
　
中
尾
靖
一
郎
様

●
町
県
民
税

（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
　
（
４
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
‥
日
月
２
日
）

●
国
民
年
金
　
　
　
（
７
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
1
0
月
3
0
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　まちのうごき

　　　　　９月１日現在

総人口　40,075入レ(十22).

19.817人

回･･

.j･汝 .=･･2恥2銘大………………; .i

l……ぞj
.=l=.'S｡i,l

.='.

世帯数　1 1
,959世帯ﾐ(奎狛)･

　　　(　)内は前月比
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